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不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て

石

辺

明

一
、
間
題
の
提
起

二
、
解
釈
論

三
、
立
法
論

問
題
の
提
起

一
　
民
訴
法
六
七
二
条
は
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
、
競
落
許
可
に
対
す
る
異
議
事
由
を
規
定
し
て
い
る
。
強
制
競
売
の
開
始
決
定
か
ら
競
落
許

可
決
定
に
い
た
る
ま
で
、
執
行
裁
判
所
に
よ
る
執
行
処
分
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
手
続
が
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
民
訴
法
六
七
二
条
が
競
落
期
日

に
お
け
る
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
事
由
を
列
挙
す
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
執
行
裁
判
所
の
執
行
処
分
に
対
し
こ
れ
ら
異
議
事
由
を
五

四
四
条
な
い
し
五
五
八
条
の
不
服
申
立
を
通
し
て
主
張
す
る
こ
と
を
併
せ
認
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
逆
に
こ
れ
を
否
定
し
不
服
申
立
を
競
落
期

日
に
お
け
る
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
（
艦
踊
繊
倒
斯
鋤
謝
有
魏
齢
謙
幡
撒
酬
謙
凋
尉
搬
諭
蝦
紳
磁
筋
館
康
憩
肛
臆
ポ
鷹
撒

轍
囎
跡
纏
哨
ぽ
あ
髄
㍑
湾
鰍
筋
が
測
嚇
黙
謝
雄
明
癬
購
咽
撤
乱
貿
加
樋
劾
彫
ガ
遡
肝
蘇
廠
紳
拉
顧
な
る
）
に
吸
収
・
一
本
化
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
な
の
で
あ
ろ
う
か
．
本
稿
は
こ
の

　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
（
三
八
一
）



　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
〆
三
八
二
）

問
題
の
解
釈
論
な
ら
び
に
立
法
論
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の
学
説
・
判
例
は
前
者
の
立
場
を
と
る
も
り
と
思
わ
れ
る
。

二
　
そ
の
準
備
的
作
業
と
し
て
従
来
判
例
上
競
売
開
始
決
定
か
ら
競
落
許
可
決
定
に
い
た
る
ま
で
、
五
四
四
条
の
異
議
な
い
し
五
五
八
条
の
即
時

抗
告
の
対
象
と
な
つ
た
執
行
裁
判
所
の
執
行
処
分
と
し
て
何
が
あ
る
か
ひ
ろ
い
上
げ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
の
も
の
が
挙
げ
れ
ら
る
．
す

な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
ω
強
制
競
売
開
始
・
任
意
競
売
開
始
決
定
　
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
、
記
録
添
付
決
定
・
再
競
売
を
命
ず
る
決
定
　
ω
強
制
競
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

申
立
却
下
決
定
・
任
意
競
売
申
立
却
下
決
定
　
⑥
最
低
競
売
価
額
の
決
定
　
㈲
民
訴
法
六
五
六
条
二
項
に
よ
る
取
消
決
定
　
㈲
執
行
機
関
が
手
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
進
行
す
べ
き
で
あ
る
の
に
進
行
さ
せ
な
い
こ
と
に
対
す
る
方
法
異
議
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
．
以
上
の
う
ち
ω
の
再
競
売
を
命
ず
る
決
定
は
、
最

初
の
競
落
許
可
決
定
後
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
再
競
売
に
お
け
る
競
落
許
可
決
定
と
の
関
係
に
お
い
て
こ
こ
に
挙
げ
た
。
ω
㈲
㈲
は
、
い

ず
れ
も
不
服
申
立
を
し
な
い
か
ぎ
り
そ
れ
以
後
の
手
続
が
進
行
し
て
競
落
に
い
た
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
毅
疵
の
主
張
を
競
落
許
可
に
つ
い
て

の
異
議
な
い
し
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
吸
収
・
一
本
化
す
る
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
か
ら

は
ず
れ
る
．
こ
れ
に
反
し
て
、
ω
⑥
は
吸
収
・
一
本
化
が
問
題
に
な
る
執
行
処
分
で
あ
る
。

（
1
）
従
来
の
学
説
で
こ
の
点
を
明
言
し
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
各
処
分
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
不
服
申
立
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
．
各
処
分
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
不
服
申
立
を
認
め
た
判
例
に
つ
い
て
は
　
注
2
～
7
参
照
．

（
＆
　
強
制
競
売
開
始
決
定
に
対
し
、
即
時
抗
告
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
大
決
明
三
六
・
四
・
二
〇
民
録
九
輯
四
四
六
頁
、
松
山
地
決
昭
三
五
・
二
・
七
下
級
民
二
巻
一
一
号

二
四
〇
三
頁
、
タ
イ
ム
ズ
ニ
五
号
九
九
頁
、
異
議
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
大
決
明
三
八
・
七
・
一
〇
民
録
一
一
輯
二
五
五
頁
、
大
決
明
四
三
・
八
・
九
民
録
一
六
輯
五
五
二

頁
、
大
決
昭
二
・
三
・
一
八
評
論
一
六
巻
民
訴
五
九
九
頁
が
あ
る
．
任
意
競
売
開
始
決
定
に
対
し
異
議
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
決
大
二
・
六
・
二
二
民
録
一
九
輯
四
三
六
頁

　
（
傍
論
）
．
大
決
大
二
・
七
・
一
四
民
録
一
九
輯
六
六
四
頁
、
大
決
大
三
・
一
二
・
二
一
民
録
二
〇
輯
二
四
五
頁
．
大
決
昭
一
二
・
六
・
一
九
民
集
一
六
巻
九
五
八
頁
、
東
京
高
決

　
昭
二
九
・
五
・
六
東
高
時
報
五
巻
四
号
民
一
〇
二
頁
が
あ
る
。

（
3
）
　
記
録
添
附
決
定
に
つ
い
て
異
議
を
認
め
た
も
の
に
、
横
浜
地
決
昭
一
〇
・
三
・
七
新
聞
三
八
二
六
号
四
頁
が
あ
る
。
再
競
売
を
命
ず
る
決
定
に
対
し
異
議
を
認
め
た
も
の
と
し



　
て
、
大
決
昭
一
二
・
二
・
二
民
集
ニ
ハ
巻
一
九
頁
、
大
決
昭
一
二
・
二
・
九
全
集
四
輯
四
号
四
七
頁
が
あ
り
、
即
時
抗
告
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
阪
高
決
昭
三
七
・
丁
二
四

高
民
一
五
巻
一
号
三
六
頁
が
あ
る
．
再
競
売
を
命
ず
る
決
定
に
対
し
異
議
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
決
昭
｝
二
・
二
・
二
民
集
一
六
巻
一
九
頁
、
大
決
昭
一
二
二
丁
九
全
集
四

輯
四
号
四
七
頁
が
あ
り
、
即
時
抗
告
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
阪
高
決
昭
三
七
・
丁
二
四
高
民
一
五
巻
一
号
三
六
頁
が
あ
る
。

（
4
）
　
強
制
競
売
申
立
却
下
決
定
に
対
し
即
時
抗
告
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
決
昭
四
・
一
二
二
九
民
集
八
巻
九
五
三
頁
が
あ
り
、
任
意
競
売
申
立
却
下
決
定
に
対
し
即
時
抗
告

　
を
認
め
た
も
の
と
し
て
は
、
大
決
大
二
・
六
二
三
民
録
一
九
輯
四
三
六
頁
が
あ
る
。

（
5
）
　
最
低
競
売
価
額
の
決
定
に
対
し
異
議
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
阪
高
判
昭
三
五
二
一
・
二
九
高
民
二
二
巻
九
号
八
二
二
頁
、
福
岡
高
決
昭
三
六
・
八
・
一
九
下
民
一
二

　
巻
八
号
一
九
四
〇
頁
が
あ
る
。

（
6
）
　
民
訴
六
五
六
条
二
狽
に
よ
る
取
消
決
定
に
対
し
異
議
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
任
意
競
売
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
大
決
昭
六
・
二
・
三
〇
民
集
一
〇
巻
二
四
三
頁
が
あ

り
（
但
し
折
衷
的
見
解
を
示
す
）
、
即
時
抗
告
を
認
め
た
も
の
と
し
て
大
決
昭
九
・
八
・
一
〇
民
集
一
三
巻
一
六
一
〇
頁
が
あ
る
。

（
7
）
　
任
意
競
売
申
立
取
下
げ
が
無
効
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
所
が
手
続
を
進
行
し
な
い
場
合
利
害
関
係
人
に
当
該
手
続
が
進
行
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
五
四
四
条
の

異
議
申
立
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、
大
決
昭
六
・
九
・
二
九
新
聞
三
三
五
五
号
コ
ニ
頁
、
同
旨
大
判
昭
一
〇
・
五
・
七
民
集
一
四
巻
八
一
七
頁
、
最
判
昭
二
八
・
六
・
二
五
民
集
七

巻
六
号
七
五
三
頁
、
東
高
民
判
昭
三
一
・
五
・
八
高
裁
民
集
九
巻
五
号
一
三
五
頁
、
タ
イ
ム
ズ
五
九
号
六
七
頁
な
ど
が
あ
る
．

二
　
解

釈

論

一
　
前
節
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
競
落
許
可
決
定
に
い
た
る
ま
で
の
執
行
裁
判
所
の
執
行
処
分
た
る
裁
判
で
あ
つ
て
各
別

に
不
服
の
対
象
と
な
り
た
る
も
の
を
列
挙
し
、
そ
の
う
ち
か
ら
、
本
稿
の
対
象
た
る
も
の
を
更
に
抽
出
し
た
．
こ
れ
に
判
例
に
は
あ
ら
わ
れ
て
こ

な
い
が
一
応
問
題
と
な
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
加
え
て
整
理
す
る
と
以
下
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。

　
ω
　
強
制
競
売
開
始
決
定
、
記
録
添
付
決
定
、
再
競
売
決
定
　
強
制
競
売
開
始
決
定
が
無
効
ま
た
は
取
消
さ
れ
れ
ば
競
落
許
可
決
定
が
あ
つ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

競
落
の
効
果
は
生
じ
な
い
．
こ
れ
に
反
し
て
、
後
出
働
に
指
摘
し
た
執
行
処
分
の
穀
疵
は
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に

対
す
る
不
服
申
立
に
お
い
て
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
競
落
不
許
ま
た
は
競
落
決
定
取
消
の
原
因
と
な
る
．
こ
れ
ら
の
椴
疵
は
右
の
主
張

を
し
な
い
か
ぎ
り
競
落
の
効
果
に
な
ん
の
影
響
を
も
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
．
ま
た
、
競
売
開
始
決
定
が
無
効
ま
た
は
取
消
さ
れ
れ
ば
、
以
後
競
売

　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
　
（
三
八
三
）



　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
三
八
四
）

手
続
が
そ
も
そ
も
進
め
ら
れ
な
く
な
る
に
反
し
、
㈹
に
指
摘
し
た
執
行
処
分
は
、
そ
れ
が
取
消
さ
れ
て
も
そ
も
そ
も
競
売
手
続
の
進
行
が
阻
止

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
処
分
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
進
行
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
れ
ら
の
点
で
、
競
売
開
始
決
定
は
、
働
に
指
摘

し
た
執
行
処
分
と
は
異
る
．
以
上
の
点
か
ら
、
私
は
、
解
釈
論
と
し
て
も
立
法
論
と
し
て
も
、
競
売
開
始
決
定
に
対
し
て
は
独
立
し
て
不
服
の
申

立
を
認
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
を
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
許
可
決

定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
吸
収
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

　
記
録
添
附
決
定
は
記
録
添
附
の
扱
い
を
う
け
た
債
権
者
の
た
め
、
係
属
す
る
競
売
手
続
が
取
消
さ
れ
れ
ば
自
ら
競
売
開
始
決
定
を
う
け
た
効
力

を
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
記
録
添
附
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
も
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
準
じ
た
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
正

当
で
あ
る
．
再
競
売
開
始
決
定
も
再
競
売
手
続
の
基
礎
に
な
る
と
い
う
点
で
競
売
開
始
決
定
に
準
じ
た
取
扱
を
す
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
ω
の
執
行
処
分
を
除
外
す
る
と
競
落
許
可
決
定
に
い
た
る
ま
で
の
途
中
の
執
行
処
分
と
し
て
何
が
残
る
で
あ
ろ
う
か
．

　
Oり
　
ま
ず
最
低
競
売
価
額
の
決
定
が
間
題
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
判
例
は
最
低
競
売
価
格
が
た
ん
に
低
廉
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
六
七
二
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
異
議
事
由
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
低
廉
さ
が
当
・
不
当
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
限
り
間
題
は
な
い
．
こ
れ
に
反
し
て
、
裁
判
所
の
裁
量
に

も
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
か
ら
、
右
決
定
が
そ
の
限
界
を
こ
え
て
低
廉
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
違
法
に
な
る
の
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
、
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
は
最
低
競
売
価
格
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
事
由
に
な
り
、
他
方
六
七
二
条
三
号
の
異
議
事
由
に
も
な
る
し
、
ま
た
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る

不
服
申
立
事
由
に
も
な
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
最
低
競
売
価
格
が
民
訴
六
四
九
条
に
違
反
し
て
定
め
ら
れ
た
り
、
任
意
競
売
の
際
に
競
落

の
結
果
生
ず
べ
き
法
定
地
上
権
を
考
慮
し
な
い
不
動
産
価
格
の
鑑
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
六
七
二
条
第
三
号
の
異
議
事

　
　
　
　
　
　
（
4
）

由
が
あ
る
と
同
時
に
、
決
定
に
対
し
不
服
申
立
が
で
き
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
．
さ
ら
に
、
建
物
差
押
後
所
有
者
が
必
要
費
・
有
益
費
等
を
投
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
結
果
そ
の
価
値
が
増
大
し
た
よ
う
な
場
合
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》

　
最
低
競
売
価
額
以
外
の
売
却
条
件
（
た
と
え
ば
一
括
競
売
）
を
定
め
る
決
定
が
違
法
で
あ
る
場
合
に
も
、
右
と
同
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
。
な
お
六



六
二
条
の
合
意
に
よ
る
売
却
条
件
変
更
の
許
可
の
裁
判
に
つ
い
て
は
職
権
に
よ
る
売
却
条
件
の
変
更
に
関
す
る
六
六
二
条
ノ
ニ
第
二
項
に
準
じ
不

服
申
立
を
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
＠
　
競
売
期
日
・
競
落
期
日
の
指
定
　
た
と
え
ば
、
そ
の
指
定
が
六
五
六
条
一
・
二
項
、
六
五
九
条
、
六
六
〇
条
に
違
反
L
て
な
さ
れ
た
場

合
、
指
定
に
対
す
る
不
服
事
由
あ
り
と
み
ら
れ
る
．
こ
の
う
ち
、
六
五
六
条
に
違
反
し
た
点
は
六
七
二
条
第
一
号
の
「
執
行
ヲ
続
行
ス
可
カ
ラ
サ

ル
コ
ト
」
に
該
当
し
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
な
い
し
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
の
原
因
と
な
る
．
六
五
九
条
一
項
違
反
は
六
七
二
条

第
六
号
の
異
議
事
由
に
該
当
す
る
。
六
六
〇
条
一
項
違
反
は
六
七
二
条
の
い
ず
れ
の
異
議
事
由
に
も
該
当
し
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
、
競
落
期
日
指

定
に
対
す
る
不
服
の
事
由
に
は
な
つ
て
も
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
事
由
ま
た
は
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
の
事
由
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
．
し
た
が
つ
て
六
六
〇
条
一
項
違
反
に
つ
い
て
は
前
者
を
後
者
に
吸
収
一
本
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
の
　
期
日
の
公
告
に
六
五
八
条
の
要
件
を
欠
く
場
合
又
は
公
告
が
法
律
上
規
定
し
た
方
法
に
よ
り
為
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
　
競
売
期
日
の
実
施

が
違
法
で
あ
る
か
ら
、
利
害
関
係
人
は
あ
ら
た
め
て
競
売
期
日
・
競
落
期
日
の
指
定
の
申
立
を
な
し
、
こ
れ
を
却
下
す
る
裁
判
に
対
し
て
は
不
服
の

申
立
が
で
き
る
．
ま
た
競
売
期
日
の
執
行
官
に
よ
る
実
施
は
違
法
で
あ
る
か
ら
執
行
方
法
の
異
議
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
．
し

か
も
右
の
事
由
は
六
七
二
条
第
四
・
五
号
に
よ
つ
て
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
事
由
で
あ
り
又
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
事
由
に
も
な
る
．

　
ω
　
六
六
五
条
二
項
、
六
六
六
条
一
項
の
規
定
違
背
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
六
六
四
条
に
違
背
し
て
最
高
価
競
買
人
な
り
と
呼
上
げ
た
場
合

こ
れ
ら
の
場
合
、
執
行
官
の
執
行
処
分
が
違
法
で
あ
る
か
ら
、
利
害
関
係
人
は
執
行
方
法
に
関
す
る
異
議
を
と
お
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で

ぎ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
．
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
場
合
競
売
期
日
は
終
了
し
て
い
な
い
と
み
る
な
ら
ば
、
利
害
関
係
人
は
続
行
期
日
の
申
立

を
な
し
、
却
下
の
裁
判
に
対
し
て
不
服
申
立
が
で
ぎ
る
こ
と
に
な
ろ
う
．
又
右
の
事
由
は
同
時
に
六
七
二
条
七
・
八
号
に
よ
り
競
落
許
可
に
つ
い

て
の
異
議
事
由
に
な
る
し
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
の
事
由
と
も
な
る
．

　
も
つ
と
も
、
東
高
決
三
六
・
一
〇
・
三
一
高
裁
民
集
一
四
巻
八
号
五
三
八
頁
、
判
例
時
報
二
八
三
号
二
四
頁
は
、
不
動
産
の
競
売
期
日
に
、
競

　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
（
三
八
五
）



　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
　
（
三
八
六
）

買
人
な
く
期
日
が
終
了
し
た
の
に
執
行
吏
（
現
在
は
執
行
官
以
下
同
じ
）
が
同
期
日
に
最
高
価
競
買
人
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
処
理
し
た
違
法
を
主

張
す
る
に
は
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
の
陳
述
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
に
よ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
右
執
行
吏
の
手
続
に

対
す
る
五
四
四
条
の
異
議
の
申
立
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
旨
を
延
長
す
る
と
、
六
五
八
条
、
六
六
一
条
、
六
六
五
条
二

項
、
六
六
一
条
一
項
、
六
六
四
条
等
の
違
反
が
あ
る
と
き
も
、
執
行
官
の
期
日
の
実
施
等
執
行
処
分
に
対
し
て
五
四
四
条
の
異
議
の
申
立
を
す
る

こ
と
は
で
ぎ
ず
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
の
陳
述
、
許
可
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
取
扱
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
右
の
判
例
の
立
場
に
は
若
干
疑
問
を
感
じ
る
．
す
な
わ
ち
、
も
し
そ
れ
が
、
執
行
官
の
処
分
に
対
し
五
四
四
条
の
異
議
を
申

立
て
る
こ
と
は
、
六
七
二
条
の
異
議
に
よ
り
う
る
が
ゆ
え
に
利
益
を
欠
く
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
六
七
二
条
の
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
事
由

は
す
べ
て
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
吸
収
・
一
本
化
す
べ
し
と
し
な
け
れ
ば
一
貫
し
な
い
。
お
そ
ら

く
は
、
競
売
の
準
備
段
階
の
執
行
処
分
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
六
七
二
条
の
異
議
事
由
が
あ
つ
て
も
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
許
可
決

定
に
対
す
る
不
服
申
立
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
が
許
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
競
売
期
日
が
開
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
以

後
の
手
続
規
定
違
背
は
六
七
二
条
の
異
議
ま
た
は
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
吸
収
・
一
本
化
さ
れ
る
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
◎
の
事
由
に
つ
い
て
は
六
七
二
条
の
異
議
ま
た
は
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
へ
の
吸
収
・
一
本
化
は
間
題
と
な
ら
な
い
。
ま

た
の
の
場
合
も
、
公
告
は
準
備
段
階
の
行
為
で
も
、
新
期
日
の
指
定
の
申
立
を
す
る
場
合
は
別
に
し
て
そ
の
手
続
違
背
の
攻
撃
は
執
行
官
に
よ
る

期
日
の
実
施
に
向
け
ら
れ
る
以
上
◎
と
同
様
に
解
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
か
．

　
㈹
　
競
売
申
立
の
取
下
が
有
効
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
執
行
裁
判
所
が
こ
れ
を
無
効
な
も
の
と
し
て
な
し
た
執
行
処
分
に
対
し
て
、
ま

た
、
民
訴
五
五
〇
条
各
号
の
書
類
の
提
出
が
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
さ
れ
た
執
行
処
分
に
対
し
て
、
さ
ら
に
は
、
競
売
開
始
決
定
後
に
破
産

・
和
議
・
会
社
整
理
・
会
社
更
生
等
の
執
行
障
害
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
さ
れ
た
執
行
処
分
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
不
服
申

立
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
と
と
も
に
、
競
落
期
日
に
お
け
る
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
な
い
し
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
事
由
に
な



る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
山
聡
二
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
れ
ら
諸
事
由
の
う
ち
判
例
が
執
行
方
法
に
関
す
る
異
議
を
認
め
た
の
は
、
ω
の
最
低
競
売
価
格
の
決
定
に
つ
い
て
で
あ
る
．
そ
の
他
の
事
由

は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
抗
告
事
由
と
し
て
は
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
各
段
階
に
お
け
る
処
分
に
対
し
不
服
申

立
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
実
務
の
取
扱
と
し
て
、
執
行
方
法
に
関
す
る
異
議
に
は
当
然
に
執
行
停
止
の
効
果
が
と
も
な
わ
な
い
か

ら
、
明
ら
か
に
濫
用
と
思
わ
れ
る
異
議
の
申
立
に
対
し
て
は
、
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
の
裁
判
ま
で
持
越
し
て
同
時
に
裁
判
を
す
る

よ
う
で
あ
る
．
そ
の
た
め
、
途
中
の
各
執
行
処
分
に
対
し
て
各
別
に
不
服
の
申
立
を
し
て
も
実
際
に
は
執
行
を
遅
延
さ
せ
こ
れ
を
妨
害
す
る
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
．
し
た
が
つ
て
途
中
の
段
階
に
お
け
る
執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
つ
て
よ
い
の
が
現
状
で

あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
執
行
裁
判
所
の
執
行
処
分
た
る
裁
判
に
対
す
る
不
服
申
立
の
方
法
に
関
し
抗
告
説
を
と
る
な
ら
ば
、
即
時
抗
告
に
は
一
般
に

執
行
停
止
の
効
力
が
あ
る
か
ら
（
潤
肝
八
条
）
、
即
時
抗
告
の
提
起
に
よ
り
競
売
手
続
は
そ
の
都
度
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
即
時
抗
告
の
執
行
妨
害

の
た
め
の
濫
用
と
い
う
事
態
は
容
易
に
お
こ
り
う
る
．
も
ち
ろ
ん
即
時
抗
告
に
執
行
停
止
の
効
力
を
認
め
な
い
立
法
を
す
れ
ぽ
、
抗
告
説
を
と
つ

て
も
、
現
在
の
実
務
の
運
用
で
、
不
服
申
立
の
濫
用
を
防
止
で
き
る
こ
と
に
な
る
．
ま
た
異
議
説
・
折
衷
説
・
選
択
説
を
と
り
、
ま
ず
異
議
の
申

立
を
な
す
場
合
で
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
競
売
手
続
の
過
程
の
手
続
違
背
は
な
る
べ
く
そ
の
都
度
洗
い
流
し
て
競
落
許
可
に
い
た
る
の
が
、
競

売
制
度
の
信
用
を
維
持
す
る
た
め
に
好
ま
し
い
と
の
観
点
か
ら
は
、
途
中
の
異
議
を
競
落
許
可
ま
で
持
ち
越
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
解
決
し
て
お
く

べ
き
こ
と
に
な
る
．
そ
う
す
る
と
異
議
の
裁
判
に
対
し
即
時
抗
告
を
提
起
し
う
る
か
ら
、
結
局
不
服
申
立
が
執
行
妨
害
の
た
め
濫
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
．
実
務
が
執
行
妨
害
の
目
的
を
も
つ
て
す
る
不
服
申
立
の
濫
用
を
防
止
す
べ
く
、
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
ま
で
含

め
て
、
途
中
の
執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
の
裁
判
を
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
の
裁
判
の
と
き
ま
で
持
ち
越
す
の
は
、
濫
用
防
止

の
た
め
の
便
法
と
し
て
理
解
で
き
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
は
本
来
の
防
止
策
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
制
度
的
に
は
、
不
服
申
立
を
途
中
の
執
行
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処
分
に
つ
き
各
別
に
認
め
ず
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
一
本
化
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
．

二
　
ω
基
本
的
考
え
方
　
競
売
開
始
決
定
以
後
競
落
許
可
決
定
に
い
た
る
ま
で
の
各
執
行
処
分
の
鍛
疵
は
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立

を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
各
段
階
に
お
い
て
鍛
疵
を
洗
い
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の
上
で
競
落
許
可
決
定
に
い
た
れ
ば
、
先
行
処
分
に

対
す
る
不
服
を
認
容
し
な
い
裁
判
に
既
判
力
を
否
定
し
て
も
、
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
事
由
が
実
際
上
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が

取
消
さ
れ
る
可
能
性
も
減
少
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
六
七
二
条
の
異
議
事
由
は
そ
れ
が
前
段
階
で
主
張
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
競
落
許
可
に
つ
い

て
の
異
議
ま
た
は
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
事
由
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
前
段
階
で
主
張
し
え
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
主
張
し
な
い
限
り

依
然
と
し
て
競
落
許
可
決
定
が
こ
れ
ら
の
事
由
に
よ
り
取
消
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
し
か
し
、
許
可
決
定
取
消
の
余
地
を
で
き
る
だ
け

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
競
売
制
度
の
信
用
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
手
続
の
過
程
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
不
服
申
立

を
認
め
、
蝦
疵
を
洗
い
流
し
て
許
可
決
定
に
い
た
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
で
て
く
る
．

　
こ
れ
と
は
反
対
の
立
場
も
あ
り
う
る
．
許
可
決
定
に
い
た
る
各
段
階
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
申
立
を
認
め
る
こ
と
は
、
執
行
遅
延
・
妨
害
の
原

因
に
な
る
。
不
服
申
立
は
特
に
執
行
停
止
の
効
果
を
と
も
な
う
即
時
抗
告
に
よ
る
べ
し
と
す
る
抗
告
説
の
立
場
を
と
る
限
り
、
手
続
過
程
中
の
各

執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
が
執
行
妨
害
の
た
め
濫
用
さ
れ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
異
議
説
・
折
衷
説
・
選
択
説
を
前
提
と
し

て
、
不
服
申
立
が
執
行
方
法
に
関
す
る
異
議
に
よ
る
場
合
も
、
既
述
せ
る
実
務
の
取
扱
の
よ
う
に
不
服
申
立
が
濫
用
に
わ
た
る
場
合
実
質
上
不
服

申
立
に
対
す
る
裁
判
を
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
の
裁
判
の
と
き
ま
で
持
ち
越
す
と
い
う
濫
用
防
止
策
が
便
宜
的
な
も
の
で
、
不
服
申

立
制
度
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
ら
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
各
段
階
の
執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
が
執
行
妨
害
の
た

め
濫
用
さ
れ
る
危
険
性
は
十
分
認
め
ら
れ
る
．

　
執
行
妨
害
の
目
的
に
よ
り
な
さ
れ
る
不
服
申
立
制
度
の
濫
用
を
さ
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
不
服
申
立
を
各
段
階
・
各
処
分
に
対
し
て
許
す
の
で



は
な
く
、
競
落
許
可
決
定
ま
で
も
ち
こ
し
て
、
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
吸
収
・
統
合
す
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
他
方
に
あ
り
う

る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
を
仮
り
に
吸
収
説
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
吸
収
説
は
、
訴
訟
経
済
の
要
求
に
も
適
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
中
間
の
処
分
な
い
し
裁
判
は
、

特
別
の
利
益
の
認
め
ら
れ
な
い
限
り
独
立
し
て
こ
れ
に
対
す
る
不
服
の
申
立
を
な
す
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
終
局
の
処
分
な
い
し
裁
判
に
対
す
る
不

服
申
立
に
お
い
て
そ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
建
前
に
も
よ
り
よ
く
適
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
右
の
三
つ
の
要
請
と
こ
れ
に
対
立
す
る
競
売
制
度
の
信
用
維
持
と
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
が
ま
さ
に

問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
前
述
せ
る
ご
と
く
、
吸
収
説
に
よ
れ
ば
、
非
吸
収
説
に
よ
る
よ
り
も
、
競
売
制
度
の
信
用
が
低
下
す
る
結
果

に
な
る
、
と
の
批
判
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
ω
　
吸
収
説
に
対
す
る
批
判
の
検
討
　
吸
収
説
に
も
非
吸
収
説
に
も
そ
れ
ぞ
れ
長
短
が
あ
る
。
吸
収
説
は
不
服
申
立
の
濫
用
を
防
ぐ
な
ど
右
に

述
べ
た
長
所
を
有
す
る
が
反
面
競
売
制
度
の
信
用
を
お
と
す
．
逆
に
非
吸
収
説
は
競
売
制
度
の
信
用
保
持
に
役
立
つ
が
不
服
申
立
の
濫
用
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
等
の
欠
点
を
有
す
る
．

　
私
は
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
吸
収
説
を
と
つ
て
も
競
売
制
度
の
信
用
維
持
に
と
つ
て
決
定
的
な
打
撃
と
は
な
ら
な
い
が
、
逆
に
非
吸
収
説
を
と

っ
た
場
合
の
不
服
申
立
の
濫
用
や
訴
訟
不
経
済
等
の
弊
害
は
重
大
で
あ
る
と
考
え
る
．
以
下
特
に
競
売
制
度
の
信
用
維
持
を
中
心
に
述
べ
て
み
た

い
。

　
ω
　
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
抗
告
事
由
は
、
任
意
競
売
に
お
け
る
実
体
的
事
由
は
別
に
し
て
も
、
殆
ん
ど
の
場
合
理
由
が
な
い
の
が
実
情
の

よ
う
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
ら
の
抗
告
事
由
を
仮
り
に
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
又
は
不
服
申
立
に
吸
収
し
て
も
、
そ
れ
が
著
し
く
競

売
制
度
の
信
用
を
傷
け
る
結
果
に
な
る
と
は
い
い
が
た
い
。
＠
　
利
害
関
係
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
執
行
処
分
に
際
し
て
各
別
に
不
服
申
立
が
で
き
な

い
に
し
て
も
、
職
権
発
動
を
促
す
目
的
を
も
つ
て
す
る
違
法
是
正
の
申
立
は
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
執
行
機
関
は
右
の
申
立
を
契
機
に
自
ら
の
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不
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産
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お
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て
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九
〇
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執
行
処
分
の
違
法
是
正
を
す
る
機
会
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
場
合
右
の
申
立
に
よ
り
違
法
是
正
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
最
疵
が

そ
の
ま
ま
競
落
許
可
決
定
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
東
京
高
決
昭
三
六
・
一
〇
・
三
一
（
前
掲
）
は
、
不
動
産
の
強
制
競
売
期
日
に
競
買
人
が
な
く
期
日
が
終
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
執
行
吏

が
同
期
日
に
最
高
価
競
買
人
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
処
理
し
た
違
法
を
主
張
す
る
に
は
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
の
陳
述
ま
た
は
競
落
許
可

決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
に
よ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
右
執
行
吏
の
手
続
に
対
す
る
五
四
四
条
の
申
立
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
以
下
の
ご
と

く
説
く
。
「
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
不
動
産
に
対
す
る
強
制
競
売
は
、
当
該
不
動
産
の
換
価
に
至
る
ま
で
に
は
多
数
の
手
続
を
経
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
換
価
は
、
最
終
的
に
は
競
落
許
可
な
い
し
不
許
可
決
定
に
よ
り
そ
の
帰
結
を
み
る
の
で
、
法
律
の
規
定
も
、
こ
の
段
階
に

お
い
て
、
異
議
事
由
を
法
定
し
て
競
落
期
日
に
出
頭
し
た
利
害
関
係
人
に
対
し
競
落
の
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
の
機
会
を
与
え
（
民
訴
法
六

七
一
、
六
七
二
条
）
、
ま
た
競
落
許
可
な
い
し
不
許
可
決
定
に
対
」
即
時
抗
告
の
途
を
開
い
て
い
る
（
同
法
六
八
○
、
六
八
一
条
）
趣
旨
よ
り
す
れ

ば
、
換
価
に
つ
ぎ
右
異
議
事
由
を
主
張
す
る
も
の
は
、
右
法
律
の
規
定
に
準
拠
し
て
不
服
の
事
由
を
開
陳
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
段
階
の

個
々
の
手
続
を
と
り
あ
げ
て
不
服
の
申
立
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
判
例
時
報
の
解
説
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
判
例
は
、
右
の
よ
う
な
形
の
民
訴
法
五
四
四
条
の
執
行
方
法
に
関
す
る
異
議
申
立
の
事
例

が
す
く
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
先
例
的
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
判
例
は
不
動
産
強
制
競
売
の
競
売
期
日
に

お
け
る
手
続
に
対
し
執
行
方
法
に
関
す
る
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
の
適
否
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
趣
旨
を
強
制
競
売
開
始
決
定
以
後
競
売
期

日
に
い
た
る
ま
で
の
執
行
処
分
の
す
べ
て
に
お
し
お
よ
ぼ
す
趣
旨
で
あ
る
の
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
売
開
始
決
定
か
ら
競
落
許

可
決
定
に
い
た
る
一
連
の
執
行
処
分
の
う
ち
競
売
の
準
備
段
階
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
六
二
七
条
の
異
議
事
由
が
あ
っ
て
も
、
競
落
許
可

に
つ
い
て
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
と
は
別
個
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
が
許
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反

し
、
既
述
の
通
り
、
競
売
期
日
が
開
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
以
後
の
手
続
規
定
違
背
は
六
七
二
条
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立



に
吸
収
・
一
本
化
さ
れ
る
と
解
し
、
不
服
を
吸
収
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
ざ
る
も
の
と
に
分
け
る
余
地
は
十
分
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
私
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
判
例
の
趣
旨
を
延
長
し
て
、
各
段
階
の
執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
で
吸
収
可
能
な
も
の
は
す
べ
て
六
七
二

条
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
吸
収
・
一
本
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
．
右
判
例
を
そ
の
よ
う
に
読
む
余
地
も
あ
る

こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
ぎ
た
い
と
思
う
．
と
い
う
の
は
、
右
判
例
が
不
服
を
六
七
二
条
の
異
議
ま
た
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立

に
吸
収
・
一
本
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
右
の
異
議
ま
た
は
不
服
申
立
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
各
段
階
で
個
々
に
不
服
申
立
を

認
め
ず
不
服
申
立
を
前
者
に
よ
ら
し
め
る
の
が
法
の
趣
旨
で
あ
る
と
す
る
点
に
求
め
て
い
る
．
こ
の
見
解
を
前
提
と
す
る
以
上
は
、
六
七
二
条
所

定
の
す
べ
て
の
異
議
事
由
に
つ
き
吸
収
・
一
本
化
を
考
え
る
ほ
う
が
筋
が
通
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
．

　
も
つ
と
も
、
右
の
前
提
を
是
認
す
る
と
し
て
も
、
他
方
で
前
述
せ
る
競
売
制
度
の
信
用
維
持
と
い
う
理
念
の
導
入
は
右
の
前
提
か
ら
ス
ト
レ
イ

ト
に
吸
収
説
を
帰
結
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
右
決
定
か
ら
競
売
期
日
の
実
施
に
限
ら
ず
そ
の
準
備
段
階
の
執
行
処

分
に
対
す
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
も
吸
収
説
を
と
る
た
め
に
は
、
吸
収
説
を
と
つ
て
も
競
売
制
度
の
信
用
を
著
し
く
害
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
既
述
の
と
お
り
主
張
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
現
行
法
上
吸
収
説
と
明
ら
か
に
相
容
れ
な
い
規
定
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
論
が
妥
当
性
を
有
す
る
以
上
、
解
釈
論
と
し
て
も
吸
収
説

が
正
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
　
ち
な
み
に
附
言
す
れ
ば
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
異
議
ま
た
は
即
時
抗
告
に
よ
つ
て
申
立
が
棄
却
さ
れ
て

も
、
そ
の
事
由
が
六
七
二
条
の
事
由
に
該
当
す
れ
ば
、
再
度
同
一
事
由
を
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
事
由
と
し
て
、
あ
る
い
は
競
落
許
可
決
定

に
対
す
る
不
服
事
由
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
異
議
の
裁
判
は
実
体
関
係
を
確
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
裁
判
で
は
な
い
か
ら
確
定
し
て
も
既
判
力
を
有
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
仮
り
に
幹
①
甲
魯
壼
甲
留
ま
爵
①
ら
o
包
Φ
の
ご
と
く
異
議
の
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

判
に
既
判
力
を
認
め
る
見
解
に
よ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
劇
き
目
富
畠
－
霊
暮
R
富
畠
の
よ
う
に
、
仮
り
に
既
判
力
に
ふ
れ
な
い
に
し
て
も
同
一
の
事

　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
三
九
一
）



　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
三
九
二
）

由
に
も
と
づ
く
再
度
の
裁
判
の
要
求
が
権
利
濫
用
に
あ
た
る
と
し
た
場
合
後
述
す
る
ご
と
き
執
行
処
分
の
当
然
無
効
原
因
の
主
張
ま
で
遮
断
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
．
当
然
無
効
原
因
の
ご
と
き
は
い
か
な
る
場
合
に
も
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
な
い
し
許
可
決
定
に

対
す
る
不
服
申
立
に
ま
で
も
ち
こ
さ
れ
る
も
の
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
．

　
さ
ら
に
、
民
訴
法
六
七
一
・
六
七
二
条
の
異
議
の
主
張
を
し
て
お
か
な
い
と
当
該
事
由
を
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
事
由
と
は
な
し
え
な
い
と

い
う
失
権
効
が
発
生
す
る
と
解
す
べ
き
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
。
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
り
う
る
と
思
う
。
第
一
は
失
権
せ
ず
と
す
る
見

解
．
第
二
は
不
服
申
立
事
由
に
は
な
ら
な
い
が
、
裁
判
所
は
職
権
で
調
査
し
顧
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
．
第
三
は
、
不
服
申
立
事
由

に
も
な
ら
な
い
し
、
他
の
事
由
に
も
と
づ
く
不
服
申
立
が
あ
つ
て
も
職
権
で
顧
慮
す
る
こ
と
す
ら
で
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
．

私
は
後
述
す
る
よ
う
に
六
七
二
条
の
異
議
事
由
を
二
つ
に
区
別
し
、
執
行
処
分
の
無
効
原
因
に
つ
い
て
は
第
一
の
立
場
、
取
消
原
因
に
つ
い
て
は

第
三
の
立
場
を
と
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
．
執
行
処
分
の
当
然
無
効
は
責
問
せ
ざ
る
こ
と
に
よ
り
治
癒
さ
る
べ
き
性
質
の
椴
疵
で
は
な

い
か
ら
失
権
し
な
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
．
こ
れ
に
反
し
取
消
事
由
た
る
毅
疵
は
職
権
調
査
事
項
で
は
あ
る
が
、
競
落
許
可
に
つ
い
て
の

異
議
に
よ
る
主
張
の
機
会
を
一
回
認
め
れ
ば
よ
く
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
な
か
つ
た
者
に
た
と
え
申
立
権
ま
で
は
認
め
な
い
に
し
て
も
改
め
て
こ

れ
を
取
り
上
げ
て
や
る
だ
け
の
重
要
な
蝦
疵
と
は
考
え
な
い
か
ら
で
あ
る
．

　
（
1
）
中
田
・
執
行
行
為
の
暇
疵
・
民
訴
講
座
四
巻
一
〇
三
七
頁
．

　
（
2
）
東
京
高
決
昭
三
八
・
コ
・
二
九
高
民
集
一
六
巻
八
号
七
六
〇
頁
、
時
報
三
六
七
号
二
九
頁
．
仙
台
高
決
昭
三
五
・
一
・
八
要
旨
集
コ
・
七
〇
八
頁
。
な
お
一
年
・
一
年
五

　
　
ヵ
月
の
価
格
変
動
は
六
七
二
条
の
不
服
事
由
に
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
と
し
て
、
大
阪
高
決
昭
三
六
・
一
二
・
二
六
金
融
法
務
二
九
八
号
六
頁
、
東
墓
局
決
昭
三
七
・
九
・
一
二
東

　
　
高
民
時
報
一
三
巻
九
号
一
四
〇
頁
が
あ
る
．

　
百
）
　
福
岡
高
決
昭
三
六
・
八
・
一
九
下
級
民
集
一
二
巻
八
号
一
九
四
〇
頁
は
異
議
申
立
を
認
め
る
．

　
（
4
）
東
京
高
決
昭
三
四
・
二
・
二
四
下
級
民
集
一
〇
巻
二
号
三
九
六
頁
、
同
昭
三
八
・
一
二
・
二
一
金
融
法
務
三
六
八
号
四
頁
、
同
昭
四
〇
・
一
・
一
九
下
級
民
集
一
六
巻
一
号
二

　
　
頁
、
同
昭
四
一
二
〇
・
二
二
下
級
民
集
一
七
巻
九
・
一
〇
合
併
号
九
七
三
頁
、
判
例
時
報
四
六
七
号
四
六
頁
、
金
融
法
務
四
六
一
号
九
頁
。
な
お
同
昭
三
七
・
八
ニ
ニ
○
下
級
民

　
　
集
二
二
巻
八
号
一
七
六
四
頁
、
仙
台
高
決
昭
三
九
・
二
・
一
二
下
級
民
集
一
五
巻
二
号
二
五
七
頁
参
照
．

　
（
5
）
　
大
阪
高
判
昭
三
五
・
二
・
二
九
高
民
集
二
二
巻
九
号
八
二
二
頁
．



（
6
）
　
東
京
高
決
昭
三
八
・
三
二
八
高
裁
民
集
一
六
巻
二
号
七
六
頁
、
判
例
時
報
三
三
五
号
三
二
頁
は
、
任
意
競
売
に
お
い
て
、
a
b
c
d
の
競
売
不
動
産
に
つ
ぎ
甲
乙
丙
丁
の
抵

当
権
が
物
件
を
異
に
し
順
位
を
異
に
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
右
競
売
不
動
産
を
一
括
競
売
に
付
し
た
こ
と
は
、
六
七
二
条
三
号
に
よ
る
抗
告
事
由
に
あ
た
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
阪
地
決
大
正
二
・
四
・
二
六
新
聞
八
七
〇
号
↓
八
頁
は
、
数
個
の
不
動
産
を
競
売
に
付
す
る
と
ぎ
は
、
こ
れ
を
各
別
に
競
売
す
る
の
が
法
律
上
の
売
却
条
件
で
あ
つ

　
て
、
利
害
関
係
人
の
同
意
な
く
一
括
競
売
に
し
た
と
き
は
、
抗
告
事
由
が
あ
る
と
す
る
．
な
お
、
東
京
高
決
昭
三
六
・
二
・
二
一
下
級
民
集
一
二
巻
二
号
三
二
八
頁
、
東
高
民
時
報

　
一
二
巻
二
号
二
八
頁
参
照
。

（
7
）
註
3
・
5
参
照
。

（
8
）
　
判
例
時
報
二
八
三
号
二
四
頁
．

（
9
）
　
大
判
大
七
・
四
・
一
五
民
録
二
四
輯
五
一
五
頁
、
大
判
昭
一
五
・
三
二
四
評
論
二
九
民
訴
一
八
六
頁
、
大
判
昭
一
六
・
二
・
二
四
民
集
二
〇
巻
一
〇
六
頁
、
中
野
執
行
方
法

　の

異
議
の
総
合
判
例
民
訴
ω
三
五
頁
．

（
1
0
）
幹
①
ぽ
ら
8
串
oQ
。
ま
鼻
。
も
。
包
ρ
一
9
卜
亀
一
ご
惚
①
①
」
一
一
為
●

（
1
1
）
　
浮
昌
ヨ
富
9
－
U
帥
暮
①
り
富
o
買
ω
ρ
》
仁
h
一
‘
㎝
お
9
“
中

三
　
立

法

論

一
　
私
は
第
二
節
に
述
べ
た
結
論
す
な
わ
ち
吸
収
説
を
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
仮
り
に
通
説
・
判
例

の
よ
う
に
非
吸
収
説
が
解
釈
論
と
し
て
正
当
で
あ
る
と
解
す
べ
き
場
合
、
立
法
論
と
し
て
も
吸
収
説
的
立
法
を
提
言
し
た
い
と
思
う
。

二
　
不
服
申
立
制
度
濫
用
の
防
止
す
な
わ
ち
手
続
促
進
等
の
要
請
と
競
売
制
度
の
信
用
維
持
と
い
う
要
請
と
が
対
立
す
る
な
か
に
あ
つ
て
、
両
者

の
妥
協
点
の
求
め
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
．
以
下
そ
の
若
干
の
も
の
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
ω
各
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
は
認
め
る
が
、
そ
の
手
続
の
簡
易
迅
速
な
構
成
に
配
慮
す
る
．
現
在
判
例
の
な
か
で
は
執
行
裁
判
所
の
執
行
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

分
た
る
裁
判
に
対
す
る
不
服
申
立
方
法
に
つ
い
て
折
衷
説
を
と
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
折
衷
説
の
も
と
で
執
行
方
法
の
異
議
に
よ
ら
し
む

べ
き
場
合
も
、
即
時
抗
告
に
よ
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
執
行
裁
判
所
に
よ
る
二
回
の
判
断
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
換
言
す
れ
ば
抗
告
説

の
立
場
を
立
法
化
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
．

　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
｝
　
　
　
（
三
九
三
）



　
　
　
不
動
産
競
売
に
お
け
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
（
三
九
四
）

　
私
は
、
執
行
処
分
に
あ
た
り
相
手
方
を
審
訊
し
て
い
る
場
合
に
は
異
議
を
省
略
し
て
直
接
執
行
処
分
た
る
裁
判
に
対
す
る
抗
告
を
認
め
て
も
、

第
一
審
の
省
略
と
い
う
抗
告
説
に
対
す
る
非
難
は
あ
た
ら
な
い
が
、
相
手
方
を
審
訊
し
て
い
な
い
場
合
に
も
直
接
に
抗
告
の
み
を
許
す
と
す
れ

ば
、
右
の
非
難
は
妥
当
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。
殊
に
原
裁
判
所
の
再
度
の
考
案
が
必
要
的
で
は
な
い
点
か
ら
み
れ
ぽ
よ
り
一
層

右
の
批
判
は
妥
当
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
．
不
服
の
迅
速
な
処
理
と
第
一
審
の
保
証
と
い
う
相
対
立
す
る
二
つ
の
要
請
の
調
和
を

意
図
す
る
な
ら
ば
折
衷
説
の
立
場
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
で
、
私
は
解
釈
論
と
し
て
も
抗
告
説
を
と
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
を
立

法
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
思
う
。

　
ち
な
み
に
、
異
議
説
と
抗
告
説
と
が
対
立
す
る
一
つ
の
重
要
な
原
因
は
債
権
執
行
の
終
了
時
の
問
題
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
点
に
つ
い

て
以
下
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
抗
告
説
は
以
下
の
ご
と
く
説
く
。
す
な
わ
ち
、
転
付
命
令
の
送
達
が
あ
つ
て
も
執
行
は
た
だ
ち
に
終
ら
せ

ず
、
抗
告
期
間
の
徒
過
か
抗
告
に
対
す
る
裁
判
に
よ
る
転
付
命
令
の
確
定
に
よ
つ
て
執
行
が
終
了
す
る
。
転
付
命
令
が
違
法
で
あ
つ
て
も
、
必
ず

し
も
無
効
で
は
な
く
、
ま
た
、
転
付
命
令
が
無
効
で
あ
つ
て
も
、
転
付
命
令
を
得
た
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
と
し
て
有
効
に
な
さ
れ
う
る
か
ら
、

債
務
者
に
転
付
命
令
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
途
を
封
じ
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
．
こ
れ
に
対
し
て
、
異
議
説
は
、
転
付
命
令
が
そ
の
送
達

に
よ
つ
て
効
力
を
生
じ
た
以
上
、
執
行
手
続
は
当
然
に
終
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
は
執
行
方
法
の
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
か

ら
、
転
付
命
令
が
違
法
で
も
執
行
手
続
上
は
こ
れ
を
争
う
余
地
が
な
い
が
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
や
む
を
え
な
い
．
立
法
論
的
に
は
申
立
期

間
を
限
定
し
た
不
服
申
立
て
を
認
め
る
規
定
を
お
く
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
す
る
。
折
衷
説
や
選
択
説
を
と
れ
ば
異
議
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

そ
の
場
合
異
議
説
に
対
す
る
批
判
は
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
．
転
付
命
令
も
一
つ
の
執
行
処
分
で
あ
る
以
上
不
服
申
立
の
途
を
封
じ
る

こ
と
が
不
当
で
あ
る
こ
と
は
抗
告
説
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
し
て
や
折
衷
説
に
よ
る
と
、
転
付
命
令
の
付
与
に
際
し
相
手
方
を
審
訊
し

て
い
れ
ば
こ
れ
に
対
し
抗
告
は
提
起
し
え
て
も
審
訊
し
て
い
な
い
場
合
に
は
異
議
は
提
起
し
え
な
い
こ
と
に
な
り
執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立

の
可
否
と
い
う
点
で
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
折
衷
説
に
よ
り
異
議
を
申
立
っ
べ
き
場
合
も
、
即
時
抗
告
を



申
立
つ
べ
き
場
合
に
準
じ
て
異
議
申
立
期
間
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
も
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
異
議
説
・
折
衷
説
・
選
択
説
を
と
つ
た
場
合
、
転
付
命
令
に
対
し
て
申
立
期
間
を
限
定
し
て
異
議
申
立
を
認
め
る
規
定
を
お
き
、
こ

の
点
成
文
の
規
定
を
も
つ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
立
法
政
策
と
し
て
望
ま
し
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
．

　
つ
ぎ
に
仮
り
に
再
度
の
考
案
を
義
務
づ
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
抗
告
説
の
立
場
を
立
法
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ド
イ

ツ
で
は
、
抗
告
説
の
弱
点
は
執
行
裁
判
所
が
不
服
の
対
象
た
る
執
行
処
分
を
み
ず
か
ら
変
更
で
き
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
（
Z
P
O

五
七
七
皿
）
、
我
が
国
で
は
、
即
時
抗
告
の
場
合
再
度
の
考
案
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
執
行
裁
判
所
の
執
行
処
分
た
る
裁
判
に
対
し
執
行
方
法
の
異

議
を
認
め
な
く
て
も
、
原
裁
判
所
が
再
度
の
考
案
の
機
会
を
利
用
し
自
ら
の
処
分
を
更
正
し
う
る
、
と
抗
告
説
は
主
張
す
る
．
こ
れ
に
対
し
、
異

議
説
は
、
再
度
の
考
案
の
機
会
は
常
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
抗
告
裁
判
所
に
抗
告
が
提
起
さ
れ
た
場
合
再
度
の
考
案
の
た
め
事
件
を

原
裁
判
所
に
送
付
す
る
や
否
や
は
抗
告
裁
判
所
の
裁
量
事
項
で
あ
る
、
と
反
論
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
再
度
の
考
案
を
義
務
づ
け
れ
ば
、
こ

の
点
に
関
す
る
限
り
異
議
説
に
よ
る
抗
告
説
批
判
は
理
由
が
な
く
な
る
か
ら
、
抗
告
説
の
立
場
の
立
法
化
が
可
能
で
あ
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う

か
が
問
題
と
な
る
．
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
再
度
の
考
案
の
判
断
資
料
を
ど
の
範
囲
で
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
異
議
説
は
抗
告
説
を
批
判
L
て
、
即
時
抗
告
を
提
起
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
抗
告
理
由
を
掲
げ
る
必
要
も
な
い
し
、
再
度
の
考
案
と
は
い
つ
て
も

執
行
処
分
を
し
た
当
時
と
同
一
の
判
断
資
料
を
見
直
す
に
と
ど
ま
り
違
法
是
正
の
可
能
性
に
乏
し
い
。
こ
れ
に
反
し
、
執
行
方
法
の
異
議
を
認
め

れ
ば
、
執
行
裁
判
所
は
、
当
事
者
を
審
訊
し
た
り
あ
る
い
は
口
頭
弁
論
を
開
い
て
、
新
た
に
収
集
さ
れ
た
訴
訟
資
料
に
基
づ
い
て
判
断
を
す
る
か

ら
、
再
審
査
の
実
質
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
間
題
に
な
る
の
は
、
再
度
の
考
案
に
あ
つ
て
は
、
異
議
説
の
主
張
す

る
よ
う
に
、
執
行
処
分
を
し
た
当
時
と
同
一
の
判
断
資
料
を
見
直
す
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
再
度
の
考
案
に
お
け
る
判
断
資
料
の
範
囲
に
つ
い
て
は
二
つ
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
右
批
判
の
述
べ
る
よ
う
に
、
抗
告
の
対
象
た
る

裁
判
の
基
礎
と
な
つ
た
判
断
資
料
の
範
囲
で
再
度
の
考
案
が
な
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
解
釈
が
あ
り
う
る
。
裁
判
の
更
正
は
違
算
・
書
損
じ
其
の
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他
之
に
類
す
る
明
白
な
誤
謬
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
が
、
再
度
の
考
案
は
右
の
ご
と
ぎ
同
一
の
判
断
資
料
を
前
提
と
す
る
が
　
裁
判
の
更
正

よ
り
や
や
広
く
、
明
白
な
誤
謬
に
は
限
定
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
．
第
二
は
、
再
度
の
考
案
に
際
し
て
、
原
裁
判
所
は
原
裁
判
に
お

け
る
と
同
一
の
判
断
資
料
の
枠
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
抗
告
裁
判
所
の
な
し
う
る
口
頭
弁
論
を
開
ぎ
、
ま
た
口
頭
弁
論
を
開
か
な
い
と
ぎ
に

は
抗
告
人
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
を
審
訊
し
て
訴
訟
資
料
の
新
な
収
集
に
あ
た
る
こ
と
も
で
き
る
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
第
二
の
見
解
は
、
裁
判
の

編
束
力
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
問
題
が
あ
る
し
、
ま
た
原
審
の
軽
率
な
裁
判
を
誘
発
す
る
原
因
に
も
な
る
と
の
危
険
も
感
じ
ら
れ
な
く
は
な
い
．

し
か
し
、
再
度
の
考
案
の
制
度
は
、
抗
告
審
の
負
担
軽
減
と
か
、
抗
告
裁
判
所
と
原
審
裁
判
所
と
の
間
が
距
離
的
に
離
れ
て
い
る
場
合
当
事
者
な

ら
び
に
利
害
関
係
人
の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
抗
告
を
で
き
る
だ
け
合
理
的
に
制
限
し
よ
う
と
す
る
観
点
か
ら
認
め
ら
れ
る
．

か
よ
う
な
点
か
ら
み
れ
ば
、
第
二
説
が
合
理
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
説
を
前
提
と
す
れ
ば
、
再
度
の
考
案
を
め
ぐ
る
異
議
説
の
抗
告
説

に
対
す
る
批
判
は
、
そ
れ
が
任
意
的
で
あ
つ
て
必
要
的
で
は
な
い
と
す
る
点
を
除
け
ば
、
換
言
す
れ
ば
、
原
裁
判
と
同
一
の
判
断
資
料
を
前
提
と

す
る
か
ら
原
裁
判
変
更
の
余
地
に
と
ぼ
し
い
と
す
る
批
判
は
理
由
が
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
．
ま
し
て
や
、
再
度
の
考
案
を
原
裁
判
所
に
義

務
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
異
議
説
か
ら
抗
告
説
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
で
あ
る
第
一
審
省
略
の
非
難
は
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
執
行
方
法
の
異
議
も
再
度
の
考
案
も
任
意
的
口
頭
弁
論
に
よ
り
裁
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
性
を
有
す
る
点
、
さ
ら
に
は

異
議
に
つ
き
裁
判
を
す
る
の
も
ま
た
再
度
の
考
案
を
な
す
の
も
同
一
の
執
行
裁
判
所
で
あ
る
と
い
う
点
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
再
度
の
考
案
を
原
裁

判
所
に
義
務
づ
け
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
異
議
説
と
同
じ
帰
結
を
導
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
．
そ
れ
で
は
抗
告
説
を
立
法
化
し
た
こ
と

に
は
な
ら
な
く
な
る
。

　
抗
告
説
を
立
法
化
す
る
場
合
も
、
抗
告
事
由
は
抗
告
に
よ
つ
て
の
み
主
張
し
う
る
の
で
あ
つ
て
、
当
該
事
由
を
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服

事
由
と
は
な
し
え
な
い
と
す
る
立
法
政
策
的
立
場
も
あ
り
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
失
権
効
を
認
め
る
場
合
に
も
不
服
申
立
人
の
責
に
帰
す
べ

か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
り
不
服
申
立
が
で
き
な
か
つ
た
場
合
は
失
権
効
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
な
る
ほ
ど
、
か
よ
う
な
立
場
は
、
手



続
的
鍛
疵
を
す
べ
て
洗
い
流
し
た
う
え
で
競
落
許
可
決
定
に
臨
む
べ
し
と
す
る
競
売
制
度
の
信
用
維
持
の
要
請
に
は
適
う
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
不
服
事
由
は
以
下
の
と
お
り
、
当
然
無
効
原
因
と
取
消
原
因
と
に
こ
れ
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
し
て
、
右
の
立
場
が
失

権
効
を
認
め
る
に
し
て
も
、
失
権
効
は
前
者
す
な
わ
ち
無
効
原
因
に
は
そ
の
鍛
疵
が
重
大
で
あ
る
か
ら
お
よ
ば
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
．
執
行
処
分
の
無
効
原
因
と
し
て
以
下
の
事
由
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
．
ω
執
行
の
一
般
的
要
件
　
＠
執
行
主
体
特
に
執
行
機
関
の
最
疵

①
非
執
行
機
関
の
執
行
処
分
、
た
と
え
ば
書
記
官
が
な
し
た
競
売
開
始
決
定
．
②
執
行
権
力
の
欠
敏
、
我
国
の
裁
判
権
に
服
し
な
い
も
の
を
債
務
者

と
す
る
競
売
手
続
あ
る
い
は
外
国
に
あ
る
物
に
対
す
る
競
売
手
続
。
③
職
分
管
轄
違
背
、
執
行
の
目
的
た
る
不
動
産
の
従
物
に
非
ざ
る
動
産
を
従

物
と
し
て
、
こ
れ
を
も
含
め
て
右
不
動
産
の
競
売
開
始
決
定
を
な
し
た
場
合
．
⑥
一
般
的
執
行
要
件
に
関
す
る
毅
疵
　
①
執
行
正
本
を
欠
く
場
合

②
執
行
障
害
・
破
産
・
和
議
・
会
社
整
理
・
会
社
更
生
手
続
の
開
始
．
こ
れ
に
反
し
て
、
執
行
機
関
の
土
地
管
轄
違
背
、
執
行
当
事
者
の
当
事
者

能
力
・
訴
訟
能
力
、
法
定
代
理
権
又
は
任
意
代
理
人
の
資
格
の
敏
欠
、
執
行
開
始
要
件
（
五
二
八
、
五
二
九
条
）
の
欠
鋏
、
不
執
行
の
合
意
、
競
売

申
立
取
下
の
合
意
、
五
五
〇
条
各
号
の
書
類
の
提
出
、
六
七
二
条
第
二
号
の
う
ち
、
例
え
ば
外
国
人
の
財
産
取
得
に
関
す
る
政
令
に
よ
る
不
動
産

取
得
能
力
の
制
限
を
除
く
場
合
、
六
七
二
条
三
号
～
八
号
ま
で
の
事
由
が
存
す
る
場
合
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
失
権
す
る
と
み
ら
れ
る
。
要
す
る

に
、
蝦
疵
が
重
大
で
執
行
行
為
の
当
然
無
効
の
原
因
と
な
る
が
ご
と
き
も
の
は
失
権
し
な
い
の
に
反
し
、
蝦
疵
が
そ
れ
よ
り
も
軽
く
執
行
行
為
の
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3
）

取
消
の
原
因
と
な
る
が
よ
う
な
も
の
は
失
権
す
る
と
解
さ
れ
る
。

　
民
訴
法
四
〇
五
条
は
、
上
告
審
に
お
け
る
職
権
調
査
事
項
の
取
扱
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
上
告
審
は
上
告
理
由
に
も
と
づ
い
て
不

服
の
申
立
の
あ
つ
た
限
度
に
お
い
て
の
み
調
査
を
な
す
建
前
で
あ
る
が
（
』
細
）
、
職
権
調
査
事
項
は
そ
の
例
外
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
．
同
じ

趣
旨
か
ら
失
権
を
認
め
る
に
し
て
も
、
職
権
調
査
事
項
は
一
般
に
失
権
し
な
い
（
た
だ
し
、
後
述
の
ご
と
く
、
不
服
申
立
人
に
申
立
権
を
認
め
る
か
否
か
は

別
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
場
合
は
、
職
権
に
ょ
る
当
該
事
由
の
顧
慮
を
認
め
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
）
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
失
権
の
根
拠
は
、
執
行
妨
害
の
目
的
を
も
つ
て
す
る
不
服
申
立
の
濫
用
の
防
止
（
こ
れ
の
み
が
失
権
の
根
拠
で
あ
る
な
ら
ば
申
立
権
を
否
定
す
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れ
ば
よ
く
、
職
権
調
査
事
項
一
般
に
つ
き
職
権
に
よ
る
顧
慮
が
許
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
失
権
し
な
い
と
し
て
も
不
都
合
は
な
い
）
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
競
売
制
度
の
信
用
維
持
と
い
う
点
に
も
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
失
権
効
を
認
め
る
以
上
は
、
後
者
と
の
関
係
で
は
、
や
は
り
蝦
疵
を

わ
け
て
、
取
消
原
因
に
つ
い
て
は
失
権
を
認
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
逆
に
い
う
と
、
取
消
事
由
は
職
権
調
査
事
項
で
は
あ
る

が
、
職
権
調
査
事
項
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
一
定
の
時
期
的
制
限
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
．
と
こ
ろ
で
「
失
権
効
が
及
ば
な
い
事
項
」
と

い
う
場
合
、
　
「
失
権
効
が
及
ば
な
い
」
の
意
味
が
間
題
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
失
権
効
が
及
ば
な
い
か
ら
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議

ま
た
は
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
の
事
由
に
も
な
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
に
、
右
の
意
味
で
異
議
な
い
し
不
服
の
事
由
に
は
な
り

え
な
い
、
そ
こ
で
そ
れ
を
理
由
に
利
害
関
係
人
に
異
議
権
し
た
が
つ
て
不
服
申
立
権
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
許
さ
れ
た
異
議

な
い
し
不
服
事
由
に
も
と
づ
き
異
議
な
い
し
不
服
申
立
が
あ
つ
た
際
に
職
権
を
も
つ
て
そ
れ
ら
失
権
事
項
を
調
査
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
見
解
も
あ
り
う
る
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
第
一
の
意
味
で
の
異
議
事
由
に
は
な
る
が
六
七
一
・
六
七
二
条
の
異
議
を

述
べ
て
お
か
な
い
限
り
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
事
由
と
し
て
は
失
権
す
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
事
由
に
も
と
づ
く
不
服
手
続
に
お
い

て
職
権
で
当
該
事
由
を
顧
慮
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
す
る
立
場
も
あ
り
え
よ
う
．

　
第
二
・
第
三
の
立
場
は
前
述
せ
る
取
消
事
由
に
つ
い
て
は
妥
当
す
る
余
地
も
あ
る
が
、
無
効
原
因
に
つ
い
て
は
妥
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、

む
し
ろ
無
効
原
因
に
つ
い
て
は
第
一
の
立
場
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
え
考
る
．
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
な
り
多
く
の
不
服
事
由

が
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
な
い
し
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
失
権
を
認
め
る
意
味
は
あ
ま
り
大
き
い

も
の
と
は
い
え
な
く
な
る
。

　
さ
ら
に
、
右
の
立
場
は
お
そ
ら
く
は
、
抗
告
濫
発
の
誘
因
に
な
り
、
そ
れ
が
抗
告
裁
判
所
の
負
担
を
増
加
し
、
さ
ら
に
は
競
売
手
続
遅
延
の
原

因
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
の
で
、
私
と
し
て
は
、
こ
の
種
の
失
権
的
効
果
を
認
め
る
こ
と
に
は
若
干
の
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

　
ω
　
各
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
を
認
め
る
が
、
そ
の
手
続
の
簡
易
迅
速
な
構
成
に
配
慮
す
る
点
で
は
ω
と
共
通
の
前
提
に
立
つ
が
、
不
服
申



立
手
続
の
構
成
を
ω
と
異
に
す
る
立
法
政
策
的
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
処
分
に
対
す
る
不
服
は
す
べ
て
執
行
方
法
に
対
す
る
異
議

と
す
る
が
、
異
議
は
一
審
限
り
と
し
、
異
議
の
裁
判
に
対
し
て
は
抗
告
を
許
さ
な
い
と
の
立
場
が
こ
れ
で
あ
る
。
執
行
方
法
の
異
議
は
競
落
許
可

決
定
に
い
た
る
途
中
の
段
階
で
各
処
分
に
つ
き
違
法
の
是
正
の
機
会
を
つ
く
る
必
要
か
ら
認
め
ら
れ
る
が
、
執
行
手
続
の
迅
速
化
の
要
求
か
ら
異

議
は
一
審
限
り
と
す
る
。
一
審
限
り
の
異
議
に
よ
り
執
行
処
分
の
違
法
是
正
の
機
会
を
与
え
れ
ば
、
殆
ん
ど
の
違
法
は
是
正
さ
れ
、
競
落
許
可
決

定
に
対
す
る
抗
告
事
由
と
し
て
そ
れ
が
も
ち
こ
さ
れ
る
こ
と
は
事
実
上
す
く
な
い
と
み
て
よ
い
．
ま
た
異
議
が
一
審
限
り
で
は
救
済
手
段
と
し
て

は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
異
議
の
裁
判
に
不
服
の
あ
る
者
は
さ
ら
に
、
最
後
に
ま
と
め
て
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
に
よ

り
そ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
立
場
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
も
つ
と
も
、
一
審
限
り
の
異
議
を
認
め
る
立
場
で
各
処
分
に
対
す
る
異
議
の
み
を
認
め
、
同
じ
事
由
を
も
つ
て
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
な

い
し
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
の
事
由
と
な
し
え
な
い
と
す
る
失
権
的
効
果
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ω
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

や
や
間
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
．

　
異
議
が
認
容
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
異
議
事
由
を
再
度
主
張
し
て
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
事
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で

の
失
権
効
を
認
め
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
か
．
異
議
が
濫
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
と
い
つ
て
、
一
審
限
り
の
異
議
で
申
立
が
認
容
さ
れ
な
か
つ
た

場
合
、
以
後
い
つ
さ
い
そ
の
主
張
が
遮
断
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
、
い
か
に
も
救
済
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
、
一
審
限
り
の
異
議

し
か
認
め
な
い
な
ら
ば
、
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
を
と
お
し
て
再
度
そ
の
主
張
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
異
議
が
棄
却
さ
れ
た
場
合
、
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
を
と
お
し
て
再
度
同
一
の
異
議
事
由
の
主
張
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
と
す
る
こ
と
に
も
、
私
は
、
若
干
の
疑
問
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
同
一
の
事
由
を
ま
ず
第
一
に
一
審
限
り
の
異
議
事
由
と
し
て
主
張

す
る
こ
と
を
認
め
、
第
二
に
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
事
由
と
し
て
再
度
の
主
張
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
二
重
の
手
間
を
か
け
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
第
一
審
か
ぎ
り
の
執
行
方
法
の
異
議
は
、
競
売
制
度
の
信
用
維
持
の
た
め
に
手
続
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の
毅
疵
を
な
る
べ
く
競
落
許
可
決
定
ま
で
持
ち
越
さ
な
い
と
い
う
理
想
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
の
目
的
を

も
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
、
執
行
方
法
の
異
議
を
認
め
る
ま
で
も
な
く
、
違
法
是
正
の
職
権
の
発
動
を
促
す
申
立
を
認
め
れ
ば
よ
い

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
実
際
上
執
行
方
法
の
異
議
を
認
め
な
く
て
も
、
こ
の
種
の
申
立
を
認
め
て
お
ぎ
さ
え
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
の
手
続
違
背
は
是

正
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
．
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
執
行
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
権
は
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
統
一
・
一
本
化
し
て
も
、
救
済
と
し
て

不
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
各
処
分
に
つ
き
そ
の
都
度
一
審
限
り
と
は
い
え
異
議
申
立
を
認
め
れ
ば
、
そ
れ
が
執
行
妨
害
の

た
め
濫
用
さ
れ
る
危
険
や
執
行
裁
判
所
の
負
担
を
加
重
し
訴
訟
経
済
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
常
に
存
す
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
の
意
味
で
、
一
審
限
り
の
異
議
を
認
め
る
こ
と
は
、
競
売
制
度
の
信
用
維
持
・
適
法
な
執
行
手
続
の
保
証
と
執
行
手
続
の
迅
速
性
訴
訟
経
済

等
の
要
請
と
い
う
相
対
立
す
る
理
念
の
調
和
点
を
さ
ぐ
る
と
い
う
正
し
い
問
題
意
識
に
立
つ
て
、
考
え
出
さ
れ
た
一
つ
の
す
ぐ
れ
た
立
法
論
的
着

想
で
は
あ
る
が
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
．

　
⑥
　
第
三
に
考
え
ら
れ
る
方
法
は
、
ω
と
同
様
即
時
抗
告
の
み
を
認
め
る
が
、
抗
告
を
理
由
強
制
と
し
、
且
つ
そ
れ
に
執
行
停
止
の
効
力
が
当
然

に
は
と
も
な
わ
な
い
も
の
と
し
、
先
行
処
分
に
対
す
る
抗
告
で
主
張
で
き
た
事
由
と
か
排
斥
さ
れ
た
事
由
は
失
権
す
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

失
権
的
効
果
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
一
方
で
基
本
的
に
は
執
行
処
分
の
暇
疵
の
持
ち
越
し
に
よ
る
競
売
制
度
の
信
用
喪
失
を
防
ぎ
つ
つ
、
執
行

妨
害
の
た
め
の
抗
告
制
度
の
悪
用
を
即
時
抗
告
の
執
行
停
止
効
を
当
然
に
は
認
め
な
い
こ
と
、
な
ら
び
に
不
服
申
立
を
理
由
強
制
さ
ら
に
は
証
拠

開
示
強
制
に
よ
つ
て
お
さ
え
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
．
そ
の
濫
用
を
お
さ
え
な
が
ら
、
先
行
処
分
に
対
す
る
即
時
抗
告
と
失
権
効
を
認
め
る
こ

と
に
よ
つ
て
競
売
制
度
の
信
用
維
持
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
考
え
方
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
こ
の
第
三
の
方
向
に
も
若
干
の
疑
問
を
感
じ
て
い
る
．
第
一
に
、
失
権
効
を
認
め
る
に
し
て
も
、
既
述
の
と
お



り
そ
の
及
ぶ
事
項
の
範
囲
は
お
の
ず
か
ら
か
な
り
広
く
制
限
さ
れ
る
。
第
二
に
失
権
効
を
認
め
る
と
そ
れ
が
無
用
の
抗
告
の
誘
因
に
な
ら
な
い
と

は
断
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
．
も
ち
ろ
ん
抗
告
が
執
行
停
止
の
効
力
を
も
た
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
濫
抗
告
に
よ
る
執
行
妨
害
の
効
果
は
そ
れ
だ

け
減
殺
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
濫
抗
告
を
防
ぐ
と
い
う
目
的
か
ら
み
れ
ば
、
抗
告
を
理
由
強
制
あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
て
証
拠
開
示
強
制
に
す
る
こ

と
は
、
あ
る
程
度
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
と
く
に
証
拠
開
示
強
制
に
よ
つ
て
、
抗
告
理
由
と
し
て
も
か
な
り
確
実
な
も
の
し
か
つ
け
ら

れ
な
い
と
い
う
結
果
に
な
る
か
ら
、
即
時
抗
告
の
濫
用
が
相
当
程
度
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
拠
開
示
ま
で

強
制
す
る
こ
と
は
実
質
上
利
害
関
係
人
の
抗
告
権
を
不
当
に
制
限
す
る
結
果
に
な
る
か
ら
妥
当
性
を
欠
く
と
す
れ
ば
、
理
由
強
制
の
み
が
残
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
は
た
し
て
濫
抗
告
を
防
ぐ
に
十
分
で
あ
る
か
否
か
疑
問
が
残
る
．
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
異
議
を
認
め
る
か
即

時
抗
告
を
認
め
る
か
は
別
に
し
て
、
せ
め
て
理
由
強
制
に
よ
り
何
程
か
不
服
申
立
の
濫
用
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
種
の
改
正
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
再
度
の
考
案
を
認
め
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
第
一
審
に
か
わ
り
う
る
も
の
と
は
い
え
な
い
か

ら
、
不
服
申
立
の
方
法
と
し
て
抗
告
の
み
を
認
め
る
に
と
ど
ま
る
立
場
は
、
第
一
審
省
略
の
非
難
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
．
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